
灘
鰐
叢

.
竹

輪
醐

心叢

鎌
禽
時
代

の
土
地
制
度

・

租
税

の
浦
菰
肌
:

・

水

戸
藩

に
於

け

る
各
種

の
貯
穀

・

海
運

の
濁
占

よ
り
生
ず
る

利
益

・

時

恐
姻

復

興
事
業

と
経
済
界

の
現
況

:

・

震
災

の
教

訓

と
復
興
問

題

・

…説

-

苑

マ
ル
サ

ス
の
地
代
論
に
就

て

・

京
都
市

に
於
σ
ろ
家

賃

の
統
計

的
研
究

・

労
働
生
産
力

と
労

賃

・

蕪
}

{蘇

安
政
震
災

の
復
蕾
策

に
就

て

:

震
災
地
と
産
業
組
合

…

:

:

.
文
學
博
士

三

浦

周

行

:

法
學
博
士

・棘

戸

正

、雄

・
法
.學

士

本

庄

榮

治

郎

・
法

學

士

小

島

昌

太

郎

・」
法
學
博
士

河

田

嗣

郎

:

注
學
鱒
士

山

本

美

越

乃

.
経
済
學
士

.
経

済
學
士

、.
経

済
學
士

森 岡 春

耕 崎 口

二 交 吉

郎 規 彦

・
注

學

士

本

庄

榮

治

郎
.

・
脛
濟
學
士

大

森

健

作

輔'一,
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雑

録

安
政
震
災
の
復
奮
策
に
就
て

誰
安
政
震
災
の
復
蕾
策
に
就
て

本

庄

榮

治

鄭

私
は
本
誌
前
號

に
於
て
、
安
政

の
震
災
ε
そ
の
救
済

策
ご
を
略
述

し
た
。
薙
に
は
復
讐
策
に

つ
い
て
概
説
し

以
て
前
編
を
補
ひ
た

い
ε
思
ふ
。

[

幕
府
直
替
の
工
事

幕
府
直
管
の
工
事

に
つ
い
て
ぼ
、
震
災
當
日
を
去
る

約
ニ
ケ
月
後
の
十
二
月
九
日
に
老
中
堀
田
正
篤
を
総
督

ε
し
、
副
総
督
や
奉
行
を
命
じ
て
、
江
戸
城
内
外
の
損

所
を
修
理
せ
し
め
、
上
野
東
照
宮
及
び
躯
屋

に
射
し
て

は
+
二
日
に
、
増
上
寺
璽
屋
は
三
年
四
月
六
日

に
そ
れ

ぞ
れ
奉
行
を
命
じ
て
こ
れ
を
修
理
せ
し
め
泥
。
其
他
虎

之
門
外
勘
定
奉
行
役
宅
は
三
年
二
月
十
九
日
、
小
川
町

勘
定
奉
行
役
宅
は
同
年
四
月
十
九
日
、
内
海
及
品
川
海

岸
墓
場
は
同
年
七
月
五
日
、
千
駄
木
・鷹
部
屋
座
所
向
は

同
舟
十
三
日
、
大
成
殿
學
間
所
座
敷
向
は
同
年
十
二
月

第
十
七
巻

(第
五
號

[
四
二
)

七
四
Q

九
日
、
各
修

理
竣

工
し
、
獄
舎

〔註
)
は
二
年
十
月

三
日

假

工
事

を
施

し
、

玉
川
上

水
亦

二
年
十

月
⊥
八
日
及

び
八

日
に
假
修

繕
を
な

し
、
竪

川

一
の
橋

及
稻
戸

天
神

橋
は

廿

七
日
修
繕

に
着

手
し
た

ご

い
ふ

こ
ど
で
あ

る
。

(註
}「武
江
地
動
之
記
」
ド
曰
く

『地
震
ば
甚
し
ご
い
へ
ざ
も
、
囚
獄
の

邊
火
災
.こ
価
な
昔
故
・
石
出
氏
よ
り
解
放
の
事
な
し

(年
内
よ
り
ぱ

聾

心
上
げ

て
明

け

よ
く

ぐ」
い
ひ
て

さ
け

び
し

ょ

し
な

り
)

是

11
市

井
の
幸
な

り
。
浅
草
溜
ば
地
震
火
災

】
度

に
成

て
即
死
す

る
も
の
あ

り
、
亦
辛

ふ
じ
て
逝
退
し
も
あ
り
し
が
.
巷
に
徘
徊
し
て
濫
行

に
及

び
σ

み
よ
し
、
佃
島
緬
な
ろ
人
足
寄
場
も
邏
卒
こ
れ
な
斗
固
く
鎖
し

幻

て
出
す
事
な
か
り
し
由

.
賢
き
に
か
ら

ひ
こ
そ
』

」

二

武

家

屋

敷

造

醤

に

蜀

す

る

諭

達

武

家

屋

敷

の

復

茜

工

事

に

つ

い

て

は

本

誌

前

號

に

摘

む

げ

π

十
・月

三

日

の

諭

達

の

外

に

、

十

】二
目

の

令

が

あ

っ

て

、

そ

の

根

本

方

針

`

も

見

る

べ

き

も

の

が

.示

さ

れ

て

居

る

。

(上
暑
)
『家

作
之
儀

精
々
手
軽

に
普
請
可
被
致
候

。
門
杯
も
是
迄
長
屋

門
等
之
場
所
ば
冠
木
門
一ト
致
し
、
長
屋
向
其
外
腹
瓦
井
瓦
葺

に
も
不
及

「
募

之
陛

舞

難

詰
蕎

如
篠

蘂

塵

轟

響

候
』

(下
曇
)

要

す
る
に

『
緩

を
凌
蓬

に
可
成
手
輕
量

・講
可
被

致
置
候
」
ε
い
ふ
趣
意
に
外
な
ら

譲
。
其
後
各
自
建
築

1)

2♪

言)

衷 京 市 奥 縞 、饗 炎篇 第 一 、234・29ア 頁 以下
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の
都

合
も
あ

る
こ
ε
で
あ
る

か
ら

、
年
内

は
双
方
相
談

の
よ
、
屋
敷
替
を

し

て
も
差
支
な

き

こ
ε

、
し
(廿
}目
)、

ま
た
家
屋
建
築

を
な
す
場

合

に
は

、
邸
内

に
非

常
立
退

の
空
地
を
存

し
榿
く

べ
き

こ
ε
を
命
じ

て
み
る

め

(廿
九
旦

。

『
此
度
地
震
に
而
類
焼
井
潰
家
相
成
候
面
々
・
屋
敷
内
空
地
無
之
、
立
退

方
差
支
候
向
も
有
之
哉

に
相
聞
候

、
普
請
之
儀

に
付
両
者
先
達
而
相
燭

候
趣
も
有
之
候
間
、
可
成
丈
建
坪

収
縮
空
地
出
来
、
非
常
之
節
怪
我
等

無
之
、
立
退
相
成
候
様
可
搬
心
掛
候
』

三

町
家
普
請

に
關
す

る
諭
達

十
月
九
日
に
幕
府
は
武
家
屋
敷

に
謝
す
る
ε
同
様
の

趣
旨
で
以
て
、
町
家
普
請

に
關
し
て
・も
破
損
箇
所
を
簡

輩

に
修
覆

し
、
焼
失
家
屋
は
決
し
て
建
築
を
急
ぐ
可
ら
.

ざ
る
旨
を
諭
し

『
全
く
入
用

の
箇
所

の
み
轄
捌
手
輕
に

普
請
徴
候
様
可
被
心
得
候
」

ε
達
し
て
み
る
。

、

河
岸
地
土
城
納
屋
等

の
再
建
修
復
に
蘭
し
て
は
、
此

度
限
り
検
分
方
法
を
簡
輩
に
し
、
從
來
通
り
の

「
間
数

丈
尺
の
通
相
建
候
分
は
、
組
合
名
主
共
立
合
、
見
分
之

上
、
當
入
夫
よ
り
謹
交
取
之
、
普
請
爲
致
可
申
」

こ
ε

、
し

『
新
規
土
藏
造
立
、
且
有
來
分
に
而
も
模
様
替
之

雄

鋲

安
政
震
災
の
復
奮
策
に
就
て

分
は
仕
來
之
通
話
出
、
見
分
受
候
積
可
致
候
」

こ
ε

、

の

定

め
た
。

西

彼
奮

の
状
現

場
上
述

ぶ
る
所

に
よ

っ
て
復
蕉
事
業

に
封
ず

る
幕
府

の
方
針
は

明
か
で
あ

る
が
、
要
す

る
に
復
琶
を
急
ぐ

こ

ご
な
く
、
ま
た
貸
金

等

に
關

す

る
諭
達

は
下

に
註

記

せ

る
如
く
綾

布
さ
れ
て

る
る
が

〔註
)
、
特

に
復
藤
資
金

を

集

め
た
や
ヶ

で
も
な
く
、
必

要
な
場

所
か
ら
各
自
が

な

し
得

る
手
段
を
講

じ

て
、
追

々
手

を
若
け

て
行

っ
た

に

過

ぎ
阻
も
の
で
あ
ら
う
。
『
武

家
町
方
大
方
は
潰

た

る
家

は

假
に

つ
(
ろ
ひ
し
迄

に
て
、
霜

月

に
至
b

て
も
未

全

く
修

理
せ

る
所

な

し
。
焼

た

る
所

ご
潰

れ
た

る
所

は

あ

や
し

の
小
屋
を
瞥

み

て
件

せ
り
。
藁
葺
甚

だ
多

し
」

ε

い
ふ
記
事

に
よ

っ
て
も
そ

の

一
斑
は
窺

ひ
得

ら

る

、
か

ご
思

ふ
。.

(註
)
『今
度
地
震
出
火
に
付

銘
々
家
作
類
焼
潰
等
に
而
及
難
儀

欧
向

も
不
少
候
に
付
、
公
儀
に
涛
み
て
も
、
夫
ケ
拝
借
井
被
下
金
等
し
有

之
、
諦
穽
借
金
之
儀
も
、
年
延
難
破
仰
出
候
間
、
町
人
共
貸
金
等
之

儀
も
都
而
融
通
能
榛
原
勘
辮
致
し
取
計
使
様
、
其
添方
共
よ
り
無
急
度

の

夫
々
江
申
鍮
置
候
様
被
百
敷
候
事
』
(十
月
十
四
日
)

震
災
後
間

も
な
く
吉
原
遊

廓
が
假
警
業
を

許

さ
れ
て

第

十
七
巻

〔第
五
號

一
四
三
)

七
四

一

4)
5)
6)

東 京 市 史稿 、 攣 災 篇 第 一 、412-4頁

415-7頁同 上

武 江 地 動 之 記 、紅 戸叢 書 狸 九 、26頁



♂

謙

錬

安
政
震
災
の
復
蔵
策
に
就
て

お

つ
だ
の
は
後

に
述

ぶ
る
通

り
で
あ

る
が

、
其
期
間

は

五

百
日
間

で
あ

っ
て
四
年

六
月
限
り

そ
れ
を

引
彿
ひ
、

元

の
瞥
業
所

は
新
築
落
成

し

て
引

移

る

こ

ε

に

な

っ

た

、
そ
の
時

の
行
装
は
人

の
目
を
驚

か
す

に
足

る
も

の

が
あ

っ
セ
。
江
戸

の
三
大
劇

場

(猿
若
町
一
丁
目
の
中
村
座
、

二
丁
目
の
市
村
、座
=
.丁
目
の
河
原
崎
座
)は
、
何

れ
も

こ
の
震
災

で
灰
燈

に

し
た

の
で
あ
る
が
、
前

年

に
も
火
災

で
類
焼

し
そ
の
再
興
は
頗

る
懸

念

さ
れ
て
居

た
に
も

か

、
わ
ら

.

す

、
三
座

共

に
〔河
原
崎
座
に
森
田
座
之
に
代
る
)
震
災

後
七
八

ケ
月
.に
て
蓄
観

に
復
す

る
に
至

つ
だ
。
復
蕾

工
事

ε
共

に
大

工
其

他
の

職
人
は
多
額

の
賃

銭

を
得

、
而
も
地

震

に
よ

っ
て
宵
越

し
の
鏡
を
持

つ
必

要

の
更

に
な

い
こ
ど
.

を
威

じ
た
彼
等
は
、
猿
若

町

の
見
物
や
吉
原

の
青

椴

に

鍍
を
蒔

い
把
つ

か
く
な

れ
ば

江
戸

の
回
復

は
緒

に
附

き

し

も
の
で
あ

る
。
震
災

後

こ
年

に
し

て
江
戸

の
町
並
は

建

ち
揃

っ
た

ε

い
は

れ
て
み

る
が
'
多

分
そ
れ
位

の
こ

ε
で
あ
ら

う
。

そ

れ
に
し
て
も
十

}
月
ま

で

に
は
上
述

の
如

く
あ
ま
り
普
請

し
た
庭

も
な

い
程

で
あ

っ
π
が
、

地

震

に
漱

へ
ら

れ
て
板
葺

の
零

屋
が
多
く

な

つ
π
泥

め

に
、

工
事

も
手

輕

に
工
費

も
尠

く
て
事
が
済

み
、
案
外

第
十
七
巻

(第
五
號

一
四
四
)

七
四

一
.

り

早

く
夜
警

し

把
も

の
で
は

な

い
か
だ
考

へ
ら
れ

る
。
殊

に
江
戸

に
は
従
来

か
ら
年

々
月

々
に
火
災

が
あ

り
、
町

の

】
部
は
常

に
破
壊

さ

れ

つ

、
あ
る
如

き
状
態

で
あ

っ

た

か
ら
、
死
時

の
震
災

後

の
復
笛

に

つ
い
て
も
、
大

騒

ぎ

を
せ
す

に
早
く
坪

が
明

い
た
も

の
で
は

な

か
ら
う

か

五

飴

録
.

震
災
後

の
江
戸

の
世
相

に

つ
い
て
は
前
編

に
書

き
洩

ら

し
た
か
ら
、
弦

に
少

し
く
其

の
こ
ご
を
述

べ
て

お
き

π

い
ε
思

ふ
。
先

づ
江
戸
地

震

の
後

、
絃
歌

の
聲
更

に

な

く
、
菊

見
紅
葉
見

な
ご
す

る
も

の
も
な

い
。
料
理
茶

屋
は

大
破

せ

る
の
み
な
ら
す

、
來
客

も
な
け
れ
ば
皆
府

費
を
休

み
、
居
酒
屋
茶
漬

屋

で
は
、
品

は
悪

く

ε
も
、

安

く
賣

る
家
が
繁
昌

し
た
り
す

べ
て
質
素

に
な

っ
て
、

…
亥
猪

の
牡

丹
餅

を
捲

へ
る
家

も
稀

敢
で
あ
し
、

ズ
十

一

月
十
五

日
の
嬰
児
袴
着
髪
掻

の
醍
ひ

も
、

世

間

を

憚

り

、
産
土

神
趾

へ
参
.請

す
る
も

の
も
な

か

っ
た

ε

い
ふ

こ
ご

で
あ

る
。

此
災
害

の
た

め
に
生
活

の
途
を

失

っ
た
も
の
は

『
絃

歌

の
家

、
俳
優

の
輩
為

厩
書

讃
、
笑
話
家
等

な
り
。

詩

歌
連

、
俳
諧

、
茶
呑

善
書
等

の
風
流
を
も

て
世

を
渡

る

.三田村蒲魚、「安政震 災の回復」改造第 五巻十號 参照
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人
も
近
年
武
藝

の
盛
な
る
に
よ
り
、
世
に
す
さ
の
ら
れ

し
も
、
此
頃
に
至
b
て
、
更

に
活
計
を
失

へ
b
。
藝
花

園
暫
業
を
休
む
」
。
「
火
災
に
遇
売
る
所
の
質
屋
は
悉
く

倉
庫
を
失

ひ
活
業
に
離
れ
た
る
輩
数
多
あ
り
ε
ぞ
』
之

に
反
し
て

「
往
還
に
水

ト
ソ
ε
い
ふ
物
を
僑
ふ
も
の
多

し
、
温
卸
の
粉
を
汁
に
入
だ
り
、

一
杯
八
丈
或
は
十
二

丈
位
」
。
ま
セ
『
地
震
潰
家
焼
失
場
所
付
維
國
等
七
日
頃

よ
り
街
々
に
糖
き
、
絶
草
紙
屋
に
て
商
ふ
も
の
数
百
種

狂
謁
狂
文
小
歌
等
に
も
作
り
て
商
ふ
」
ε
い
ふ
有
様
で

む

あ

っ
だ
。

他
方
闇
黒
面

で
は
.
吉
原
類
焼
の
た
め
遊
女
等
が
市

中
に
散
在
し
て
、
馬
喰
町
附
近
が
時
な
ら

漁
歓
樂
の
巷
.

ど
な

っ
た
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
が
、
幕
.府
は
こ
れ
を
禁

の
じ
、
十

一
月
四
日
に
至

っ
て
二
十
四

ケ
所

の
青
楼
轡
業

を
許
し
、
十
二
月
掛
ら
志

へ
か
け
て
追
々
商
賈
を
始

め

り

た

そ
う

で
あ

る
㎝

震
災
後

の
江
戸

の
世

相
の

↓
面
は
、
以

上
の
事
変

で

多

少
窺

ひ
知
ら
.る

、
所

で
あ

る
が
、

人
心

に
謝
す

る
影

響

ε
も
見

る

べ
き
も

の
に
は

次
の
如

き
記
事
が

あ
な
。

帥

ち

『
こ
た
び
火
災

に
逢

へ
る
人

々
は
頼

み
ε
せ
し
土

難

鋒

安
政
震
災
の
復
薔
策
に
就
て

藏

を
失

ひ
、
實

に
も
火
急

の
'
い
ε
ゆ
ゑ
、

日

々
に
快

く

べ
か
ら
ざ

る
の
品

ε

い

へ
こ

も
、
.持

の
く

に
い
た
ら

ね

ば
、
金

銭

あ
b

て
も
粟
は
な

く
、
粟

め
り

て
も
炊
雅

な

く
、
不
自
由

な
る

こ
ご
云
ば

か
り

な

し
、
日

に
そ
ひ
屋

敷

屋
敷

の

か
こ
ひ
も
成

り
、

何
れ
も
あ
ら

た
に
假
家

を

し

つ
ら
ひ

、
叉
は

か
た
む

き
し
家

々
に
は

、
向

梁

か
す

が
ひ
な
ご
を
打

て
、

わ
ず

か

に
風
雨
を

し
の
ぐ

の
み
、

こ

、
に
お
み
て
、
日
頃

遊
惰
驕
逃

の
輩

も
、
は
じ

め
て
夢

の
畳

め
た

る
如
く
、
太
.牛

の
有
難

か
り
し
を
し
り

て
自

ら
.大

工
、
左
官

の
手
傳

、

み
る
ば
、
ち

も
ち
な
ご

し
て
、

衣

は
寒

さ
を
凌

ぎ
、
食

は
飢

を
凌
ぎ
、
家
は
風
雨
を

し

の
ぐ

に
さ

へ
足

れ
ば
な
ご
L
云

あ

へ
る
も
、
心

の
ま

こ
ご

に
か

へ
れ

る
に
や
、
殊
勝

に
も
『久
」興
れ
也
-
』
酒
々
ε
。

震
災

を
以

て

一
種

の
天

警
ε
し
、
驕
碧

の
風
を

抑

へ
て

質
素
健
實

の
風
を
作
ら

ね
ば
な
ら

沁
ε
説

く
、

一
派

の

人

々
の
説
を
聞

く
が
如

く
で

あ

っ
て
、
蓋

人
.心
趨
向

の

　
斑
を
察
す

る
に
足

る
で
あ
ら

う
。

ヨ

量

司
、
5

㌧
'
、
戸
「
」
.く
ノ
,

)
、

第
十
七
巻

(第
五
號

一
四
五
)

七
四
三

亀

10)武 江 地 動 之 謳 、前 掲30頁 、

11)時 風録 、大 日本 地 震 史 料 、 下 巻 、539頁 、


